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中新統布志名層から産出した魚類耳石化石

高安克己＊・高橋正志＊＊

Fossil　fish　otolith　from　the　Middle　Miocene　Fujina　Formation，

　　　　　　　　San－in　district，southwest　Japan

Katsumi　TAKAYASu　and　Masashi　TAKAHASHI

1．はじめに
　山陰中央部の宍道湖南岸に分布する中部中新統布志

名層は，貝化石を豊富に産するほか，1）ε蹴08勿1麗や

サメの歯など海楼脊椎動物化石の産地としても知られ

ている．今回報告する魚類耳石の化石は，貝化石を母

岩中より剖出しているときに発見したものである．山

陰の中新統からははじめての報告であり，布志名層の

古環境を復元するためのひとつの資料としたい．

　化石の産出地点は，八束郡玉湯町鏡の宍道湖に面し
　　　　　　　　　　　　　カンカィみ
た国道9号線沿の崖（通称“鏡の大露頭”，132。58’2r

E，35。25’10”N）であり，かつては布志名層の代表的

化石産地のひとつであった．現在は崩壊防止工事が

施されたため採集不可能である．崖には人頭大のノジ

ュールを含む灰～暗灰色の砂質シルト岩が露出してい

た．布志名層全体ではほぼ最下部層準に相当し，崖の

すぐ南側には下位の来待層の凝灰質砂岩が露出してい

る（第1図）．
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II．化石の記載および比較

並
ハ 造 糊

勢
7輔臥

、1

　　　　　　　　　齢，‘一　、〉る・

　　　磁猷　．．・2、

　　　　　　　　　名　　　1km
　　　　　　　　ハ　　　　　ロの　ゴ　　　　　　　　ド　ノ　　　　　ヨペヤ　ノ

　　第1図　化石産地位置図
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（国土地理院発行5万分の1地形図「今市」による）

＊　島根大学理学部地質学教室．Department　of　Geology，Faculty

　　of　Science，Shimane　University．Matsue690．
＊＊　日本歯科大学新潟歯学部．School　of　Dentistry　at　Niigata，

　　the　Nippon　Dental　University．Niigata95L

　　OrderPercida　　　スズキ目

SuborderPercina　　　スズキ亜目

　　Family　Sciaenidae　二べ科

Genus〈励εαJORDAN　et　THOMPSON，

　　　　　　　　　　　　　　1911　二べ属

　　ノV∫δeαsp．右側扁平石（第2図）

記載：扁平石（sagitta）は中型で，厚く，鈍重である．

内側面はやや凸臠し，外側面は豊隆している．扁平石

の外形はほぼ卵形である．前縁は破損している．背側

縁は直線的である．腹側縁は彎曲し，やや前方に頂点

がある．後縁は彎曲している．全縁にキールがある．

開口部（ostium）は非常に浅く，ほぼハート型である．

その前腹側端はやや凹轡している．尾部（cauda）はや

や深い．その前半部はほぼ直線的で水平である．そこの

両端は背側に彎曲している．尾部の後半部は急激に腹側

に屈曲している．後半部は前半部よりもやや短かい．開

口部は尾部よりも非常に幅が広い．腹側吻（rostrum），

背側吻（antirostrum），開口部切痕（excisura　ostii）

は不明瞭である．背側稜（cristasuperior），1劉貝1稜

（crista　inferior），背側窪（dorsal　area）も不明瞭で
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　　第2図　布志名層産く励eαsp．耳石化石

a：内側面，b：外側面．中央の割れ目は剖出時　・
の破断による．

ある．外側面には凹凸があり，中央に顕著な突出丘

（umbo）がある．

言十1則イ直：DGSUcoll．cat．no．T．2531

　　　　0L＊：5．0十，OH＊：3．5，0W＊：1．5（mm）

比較：厚くて鈍重な扁平石と，非常に幅広くハート型

の開口部，および幅が狭い尾部は二べ科の特徴を示す．

長くてほぼ直角に腹側に屈曲する尾部の後半部は二

べ属の特徴を示す．現生のこの属は二べく励θα煽醜一

ん駕7‘∫（JoRDANetSNYDER），コイチ亙αZ6～ゲZo7α

（RICHARDSON），ゴマニベ亙80勉α（TみNAKA）の

3種の分類される．開口部の輪郭と外側面中央の突出

丘はコイチの特徴を示すが，扁平石の表面がかなり磨

耗しているので，同種か否かの判断は困難である．な

お，日本における二べ属耳石化石は，高橋（1976）に

よって中新統瑞浪層群生俵累層名滝礫岩層からく励θα

sp．が，また，大江（1976，1981），高橋（1977）によ

って鮮新統掛川層群大日砂岩層からく励eαα飴ヴ1・7α

（RICHARDSON）が報告されている．

＊　OL，OH，OWは，それぞれ前後方向，背腹側方向，内外側方向
　の最大長である．

III．古環境についての考察

　耳石化石の産出地点からは，Cgclocα7ゐα九卿αθη一

S∫S，P・剛α繭α9剛∫・8α，Mε7Cθπα吻Ψ・ん・9αmα∫，

Mαcomα0μ磁，C流el嬬伽鵠。θ襯8，丁解物ellα

孟αηα9雛αθηsぎs，ノVθ∂θ7ぬん編孟αηぎαηα，B駕cc砲mgα一

言魏αη包鵠，窺丁αρα8sおブαp傭。αなど，中期中新世の塩

原型動物群（鎮西，1963；CHINzEI　and　IwAsAKI，

1967；IwASAKI，1970；岩崎，1981，など）に属する

豊富な貝化石が知られている（末広，1979；OGAsAwARA

andNoMuRA，1980）．TAKAYAsu（1986）によれば，

この種の組合せはMαco規α一C流eZZ％s群集のII型に属

する．典型的なMαcomα一C包1孟εZZ％s群集である1型に

比べると，このII型は，深く底質に潜入して生活する

種が少なく，代わりに浅く潜入するか底質表面を這い

まわる巻貝類が多く含まれるのが特徴である．

　現生の二べ属は東北・北陸地方以南の日本近海から

東シナ海の泥ないし砂泥底に生息する．とくにコイチ

は土甦沖，下関，朝鮮南部，東シナ海などの水深40～

150mのところに生息している（松原，1963－64；岡

田ほか，1965）．高安（1986）は山陰地方中部の中新世

貝化石群集特性について議論した際，布志名層に特徴

的なMαc伽α一C流θ1♂％s群集は，暖流系要素と寒流系

要素が混在し，正浅海帯ばかりでなく準～下浅海帯要

素もかなり顕著に認められることを指摘した．この産

地ではC解locα7dめ，Po7孟Zαηd‘α，T％”δ孟θIZαなどが

主要な構成要素となっていることを考慮すると，堆積

当時の水深は50～100m程度と考えるのが妥当であり，

二べ属の生息深度とも矛盾しない．また，この産地を

含め布志名層最下部層準には“タコブネ”の一種であ

るMδz硫・δα7ぎs‘舘m・θη8δ8（YOKOYAMA）が来待層

上部からひき続いて産出していることから，暖流の影

響が，当時まだ濃厚に残っていた，と推論されてきた

（紬野，1975；CHINzEI，1978；OGAsAwARA　and　No－

MURA，1980；岡本，1981）．二べ属の現在の分布も暖

温水域に集中することから，今回の化石の産出は，上

記の推論を補強するものと言える．
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